
ヘルプマーク
普及啓発へ国土交通省に要望

　昨年11月、草加市在住の方から切実な相談がありました。その方は両膝の人工関
節置換手術を受け、ヘルプマークを身に付けています。電車で都内に通院しています
が、「優先席を譲ってもらえず、立ちっぱなしで体の負担が大きい」「ヘルプマークを
周知していただけないか」という相談でした。
　現在、ヘルプマークの導入は全国的に広がっていますが、国民全体の認知度は、ま
だまだ不十分です。そこで私は、12月７日、斉藤鉄夫国土交通相に対し、ヘルプマー
クの認知度向上と鉄道事業者への働き掛けを求める要望書を提出しました。
　すると、国土交通省は同月、鉄道事業者が車内放送による呼び掛けなどでヘルプマー
クの普及啓発に取り組むよう、各地の運輸局などに宛てて通知を出しました。
　これにより、東武スカイツリーラインや地下鉄日比谷線も、電車内のヘルプマーク
の案内表示が拡大されました。相談してくださった方からも喜びの声を頂いています。
　これからも、ヘルプマークの普及啓発に取り組むとともに、誰もが暮らしやすい社
会づくりを進めていきます。
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　　　 【プロフィール】
　　　  党幹事長、同政治改革本部長、同埼玉県本部顧問。元国土交通相、
　　　　　　 同財務副大臣。党政務調査会長、同青年局長などを歴任。
　　　　　　 　　　　　旧建設省道路局課長補佐を経て衆院当選10回。
　　　　　　　 　　　東京大学工学部卒。東京都豊島区生まれ。66歳。

　　　 【プロフィール】
　　　  党幹事長、同政治改革本部長、同埼玉県本部顧問。元国土交通相、
　　　　　　 同財務副大臣。党政務調査会長、同青年局長などを歴任。
　　　　　　 　　　　　旧建設省道路局課長補佐を経
　　　　　　　 　　　東京大学工学部卒。東京都豊島区生まれ。66歳。ヘ
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電車内に貼られた
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